
8月18日金

第1会場［北九州国際会議場　1階　メインホール］
開会式� 9:00 ～ 9:05

主題１：研究機器開発におけるNew era� 9:05 ～ 10:20

座長：中島　清一（大阪大学　次世代内視鏡治療学）	
　　　北城　秀司（国家公務員共済組合連合会　斗南病院　外科）
コメンテーター：下島　直樹（国立成育医療研究センター　外科）

S1-1	 新時代のReduced port surgeryの試み　カメラ付きトロッカーの臨床応用
1大分大学　総合外科・地域連携学講座、2大分大学　消化器・小児外科、 
3大分大学グローカル感染症研究センター

川
かわさき

﨑　貴
たかひで

秀1,2、遠藤　裕一2、折本　大樹2、天野　翔太2、河村　昌寛2、河野　陽子2、増田　　崇2、
平下禎二郎2、太田　正之2,3、猪股　雅史2

S1-2	 LPECシミュレータ開発とGlobal Surgeryとしてのネパール小児内視鏡外科手術の導入支援
1鹿児島大学学術研究院医歯学域医学系　小児外科学分野、2恵佑会札幌病院　消化器外科、 
3道立子ども総合医療・療育センター　小児外科

村
むらかみ

上　雅
まさかず

一1、Saseem Poudel2、横山新一郎3、山田　耕嗣1、家入　里志1

S1-3	 新規マルチポート開発の経験
大阪医科薬科大学　一般・消化器外科

朝
あさくま

隈　光
みつひろ

弘、今井　義朗、鈴木　悠介、富岡　　淳、川口　　直、米田　浩二、李　　相雄

S1-4	 フォーミングリトラクターの改良と十二指腸授動への応用
京都府立医科大学　消化器外科

生
い こ ま

駒　久
ひ さ し

視、今村　泰輔、山本　有祐、森村　　玲、大辻　英吾

S1-5	 内径２ｍｍの超細径洗浄ハンドピースにおけるプラス帯電性マイクロナノバブル洗浄装置
の血塊浄化の有用性
1東京大学物性研究所、2ポエック株式会社

大
おおだいら

平　　猛
たけし

1、北方　恵美1、西原　政博1,2

S1-6	 新素材マイクロ触覚センサーを有するmulti-motion memory handy robotによる
needlescopic surgery局所臓器再生法の開発
東京大学物性研究所

大
おおだいら

平　　猛
たけし

、北方　恵美

S1-7	 XR技術とMetaverseによるreduce port surgery
1帝京大学冲永総合研究所 Innovation Lab、2帝京大学肝胆膵外科

杉
すぎもと

本　真
ま き

樹1,2、末吉　巧弥1
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特別発言	 佼成病院　外科

森
もり

　　俊
としゆき

幸

主題２：RPS手技と工夫におけるNew era：領域横断� 10:20 ～ 11:35

座長：渡邉　　学（東邦大学医療センター大橋病院　外科）	
　　　家入　里志（鹿児島大学　小児外科学分野）
コメンテーター：田邉　　稔（東京医科歯科大学大学院　肝胆膵外科学分野）

S2-1	 脾摘に対するRPSの工夫
帝京大学医学部外科学講座（肝胆膵グループ）

三
み さ わ

澤　健
たけゆき

之、澁谷　　誠、築山　佳奈、渡辺　　理、高橋　邦彦、貝沼　雅彦、佐野　圭二

S2-2	 Needlescopic cholecystectomyの治療経験
板橋中央総合病院　消化器病センター外科

鈴
す ず き

木　淳
じゅんぺい

平、多賀谷信美、白川　峻佑、林　　拓人、川崎　一生、八木　隆太、門脇　啓太、
鳴海　　絢、新居　　高、新井　俊文、鈴木　淳一

S2-3	 肝胆膵外科領域のreduced port surgeryの工夫
1北里大学医学部　一般・小児・肝胆膵外科学、2北里大学医学部　下部消化管外科学、 
3北里大学メディカルセンター　外科

田
た じ ま

島　　弘
ひろし

1、西澤　伸恭1、五十嵐一晴1、木立光祈子1、藤山　芳樹1、久保　任史1、 
海津　貴史3、内藤　　剛2、隈元　雄介1

S2-4	 肺葉外肺分画症に特化した摘出創利用の Two site 胸腔鏡手術
鹿児島大学病院　小児外科

春
はるまつ

松　敏
と し お

夫、矢野　圭輔、西田ななこ、祁答院千寛、長野　綾香、村上　雅一、杉田光士郎、
大西　　峻、川野　孝文、武藤　　充、家入　里志

S2-5	 当科における先天性胆道拡張症に対するreduced port surgery
藤田医科大学小児外科

井
いのうえ

上　幹
みきひろ

大、土屋　智寛、村山　未佳、直江　篤樹、渡邉　俊介、安井　稔博

S2-6	 食後の腹痛・内臓動脈瘤の原因をreduceする ー正中弓状靭帯圧迫症候群に対する新たな
アプローチー
四谷メディカルキューブ　外科・内視鏡外科

春
は る た

田　英
ひでのり

律、梅澤　昭子、今村　清隆、上野　知尭、黒川　良望

S2-7	 一針多助～その一針が手術を救う～ループ針を用いた簡便な臓器牽引
防府消化器病センター外科

外
と や ま

山栄
えいいちろう

一郎、大平　　慧、釘宮　成二、竹尾　幸子、奥田　　浩、三浦　　修

特別発言	 九州大学　臨床・腫瘍外科

中
なかむら

村　雅
まさふみ

史
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ランチョンセミナー１：手術のデジタル化によるロボット支援下手術の実現可能性―センハンス・プロクターの立場から―� 11:50 ～ 12:50

座長：竹政伊知朗（札幌医科大学消化器・総合、乳腺・内分泌外科学講座）

LS1-1	 北九州総合病院　外科

永
な が た

田　直
な お き

幹

LS1-2	 埼玉医科大学国際医療センター　消化器外科

平
ひ ら の

能　康
やすみつ

充
共催：アセンサス・サージカル・ジャパン株式会社

主題２：RPS手技と工夫におけるNew era：上部消化管� 13:05 ～ 14:00

座長：福永　　哲（順天堂大学　上部消化管外科）	
　　　瀧口　修司（名古屋市立大学　消化器外科）
コメンテーター：國崎　主税（横浜市立大学附属市民総合医療センター　消化器病センター　外科）

S3-1	 当院における噴門部胃粘膜下腫瘍に対するReduced port PEIGS
相模原協同病院　消化器病センター外科

若
わかばやし

林　正
まさかず

和、近江　将貴、加瀬　匠磨、松尾　聖哉、新立　正貴、木村　友洋、堂本　佳典、
穂坂　美樹、牛久　秀樹、船津健太郎、相崎　一雄

S3-2	 胃粘膜下腫瘍に対する単孔式胃内手術の工夫と安全性、有効性の検討
1大阪大学大学院　消化器外科学、2大阪大学大学院　次世代内視鏡治療学

高
たかはし

橋　　剛
つよし

1、中島　清一1,2、黒川　幸典1、西塔　拓郎1、山本　和義1、百瀬　洸太1、 
山下公太郎1、田中　晃司1、牧野　知紀1、江口　英利1、土岐祐一郎1

S3-3	 胃粘膜下腫瘍の病変部位と腫瘍径からReduced port surgeryを選択する
高知赤十字病院　外科

山
や ま い

井　礼
ひろみち

道、岩部　　純、上村　　直、松岡　　永、大西　一久、谷田　信行

S3-4	 当院における単孔式腹腔鏡下胃瘻造設術の手術成績
1名古屋大学大学院医学系研究科　小児外科学、2名古屋大学　希少性・難治性がん解析研究講座

田
た い な か

井中貴
たかひさ

久1、住田　　亙1、城田千代栄1、横田　一樹1、牧田　　智1、安井　昭洋1、中川　洋一1、
加藤　大幾1、合田　陽祐1、檜　　顕成2、内田　広夫1

S3-5	 ロボット手術全盛時代のRPS:　Dual   lock Arm techniqueによる Reduduced Port 
SurgeryからReduced Person Surgeryへ
1大浜第一病院　代謝外科センター、2大浜第一病院　外科、3沖縄赤十字病院　外科

稲
いなみね

嶺　　進
すすむ

1、児島　和孝2、沢岻　安勝2、高江洲　享2、仲里　秀次3

特別発言	 広島市立広島市民病院　外科

井
い だ に

谷　史
ひ と し

嗣
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主題２：RPS手技と工夫におけるNew era：ヘルニア� 14:10 ～ 15:15

座長：内田　一徳（五日市記念病院　消化器・内視鏡外科）	
　　　田上　和夫（うえの病院）
コメンテーター：蜂須賀丈博（市立四日市病院　外科）

S4-1	 腹壁ヘルニアに対する単孔式eMILOS
1湘南慶育病院外科・消化器外科、2慶應義塾大学医学部外科学

和
わ だ

田　則
のりひと

仁1,2、堀　周太郎2、竹内　優志2、志田　敦男1、前田耕太郎1、北川　雄光2

S4-2	 整容性向上と術後疼痛の軽減を目指したTAPP法による単孔式腹腔鏡下ヘルニア修復術
（TANKO-TAPP）の工夫

1関西医科大学総合医療センター　外科、2関西医科大学香里病院　外科、 
3大阪府済生会泉尾病院　外科・消化器外科

山
やまみち

道　啓
け い ご

吾1,3、田中　義人2、吉田　明史1、菱川　秀彦1、向出　裕美1、三木　博和3、 
神原　達也3、道浦　　拓3、徳原　克治1

S4-3	 POP-TANKO 腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術における「plus another puncture」の有用性
1国立病院機構宇都宮病院　外科、2獨協医科大学上部消化管外科、3群馬大学総合外科

増
ま す だ

田　典
のりひろ

弘1,3、滝田　純子1,3、小川　　敦1,3、正田　貴大1,3、若山　成芳1,2

S4-4	 当院の単孔式腹腔鏡下鼠径ヘルニア修復術（TEP）の工夫 ～手袋法からDOME PORTへ～
大阪医科薬科大学

今
い ま い

井　義
よしろう

朗、朝隈　光弘、鈴木　悠介、李　　相雄

S4-5	 「低侵襲」を意識したRPSへの取り組み
1西宮敬愛会病院　低侵襲手術センターCOKU、2大阪警察病院　消化器外科

三
み か も り

賀森　学
まなぶ

1、中原裕次郎2、岩本　和哉2、古川　健太2、大塚　正久1

S4-6	 RPSを用いた腹壁再建　腹横筋リリースの工夫
九段坂病院外科

長
ながはま

浜　雄
た け し

志

特別発言	 医療法人原三信病院　外科

江
え ぐ ち

口　　徹
とおる

主題２：RPS手技と工夫におけるNew era：下部消化管� 15:25 ～ 16:10

座長：伊藤　雅昭（国立がん研究センター東病院　大腸外科）	
　　　上田　和毅（近畿大学　外科　内視鏡外科部門）
コメンテーター：坂本　一博（順天堂大学　下部消化管外科）

S5-1	 合計10㎜の腹壁創でおこなう腹腔鏡下右側結腸癌切除術
長岡中央綜合病院　外科

西
にしむら

村　　淳
あつし

、川原聖佳子、河内　保之、長谷川　潤、牧野　成人、北見　智恵、田中　　亮、 
仲野　哲矢、酒井　　剛、平井裕美子、齋藤　征爾
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S5-2	 単孔式腹腔鏡下結腸癌治癒切除症例における体腔内吻合(functional end-to-end anastomosis)
の中期成績の検討
市立豊中病院　消化器外科

鈴
す ず き

木　陽
ようぞう

三、池永　雅一、萩原　清貴、野間　俊樹、柳本　喜智、山下　雅史、清水　潤三、 
川瀬　朋乃、冨田　尚裕、今村　博司

S5-3	 下部直腸腫瘍に対するストーマレス肛門温存手術への挑戦
1鹿児島市立病院　消化器外科、2鹿児島大学病院　消化器・乳腺甲状腺外科、 
3今村総合病院　外科・消化器外科

盛
もり

　真
しんいちろう

一郎1、田辺　　寛3、和田　真澄2、喜多　芳昭1、前村　公成1、大塚　隆生2

S5-4	 潰瘍性大腸炎に対するRPSの手技と工夫
1北里大学北里研究所病院外科、2北里大学医学部下部消化管外科

石
い し い

井　良
よしゆき

幸1,2、迫　　裕之1、矢部　信成1、前田日菜子1、小木曽　匡1、原田　優香1、 
五月女恵一1、神谷　紀輝1、渡邊　昌彦1

特別発言	 関西医科大学　外科学講座

関
せきもと

本　貢
み つ ぐ

嗣

山形賞受賞記念講演� 16:20 ～ 16:40

座長：亀山　哲章（医療法人財団　荻窪病院　外科）	
　　　西原　　実（社会医療法人かりゆし会ハートライフ病院　外科、ヘルニアセンター）

山形賞	 京都社会事業財団　西陣病院外科

高
た か ぎ

木　　剛
つよし

イブニングセミナー：進化する手技：TaTMEによる複雑な直腸癌治療� 16:50 ～ 17:50

座長：伊藤　雅昭（国立がん研究センター東病院　大腸外科）

ES-1	 国立がん研究センター東病院　大腸外科

塚
つ か だ

田祐
ゆういちろう

一郎

ES-2	 大阪大学大学院医学系研究科　外科学講座　消化器外科学

浜
は ま べ

部　敦
あ つ し

史
共催：コヴィディエンジャパン株式会社
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